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（論文内容の要旨） 

 

 私は常に作品に、自然界の植物から得た感動を表現することを目的としてきた。 

 幼い頃に自然と戯れた経験は、今の私にとって原風景となり、記憶のなかに組み込まれている。

四季折々に変化する自然のドラマを楽しみ、様々な体験をしてきた。自然がとても身近で、豊富

に存在している環境に育った。 

 私が生まれ育った故郷には、たくさんの樹木に囲まれた利根川の大きな流れが広がっており、

その大きな自然が、私の幼い頃の遊び場であった。 

 林の中でかくれんぼや木の実拾いをし、秘密の基地を作った。河原に出掛けては、岸辺の小さ

な流木を拾い集めて大切に持ち帰った。ドングリも流木も、虫食いの枯れ葉さえもが、大切な宝

物として、小さな空き箱に並べられた。 

 季節ごとに表情を変え、様々な宝物を与えてくれる自然の素晴らしさ、大きさ、逞しさ、それ

らのすべてが私を夢中にさせた。 

 あの頃、自然から得た感動、自然の中で過ごした時間は、私にとても大きな影響を与えてくれ

た。あの大きさ、温かさ、毎日新しい発見を与えてくれる樹木のおおらかな姿。自然の伸びやか

な枝振りは、私の求める形態として、自ずと制作のテーマとなっていった。 

 自然界の植物をモチーフとし、発想の手がかりとした制作スタイルは、卒業、修了制作を経て、

現在の制作テーマである「香炉」へと変化した。 

本論文は、その現在の香炉制作に至るまでの様々な考察を、作品の解説とともに以下の展開で考

察した。 

 第一章では鍛金の視点から見た、金工の歴史と過去の自己作品の制作に至るまでの考察を述べ、

卒業制作、修了制作の作品解説を述べた。 
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 第二章では次なる展開と称し、香炉制作に展開するまでの経緯、自然界から得た発見や様々な 

考察を述べた。 

 第三章では「香」から「考」と称し、香りが持つ機能、特性から香についての歴史、過去から

現代にかけての香炉の解説を写真とともに述べた。また、生活における工芸の価値を「美・生活・

用」としてまとめ、考察した。 

 第四章では提出作品である「考・炉」を写真とともに解説した。 

 終章では、「考・炉」を使う上で重要な、「手、道具、芸術、精神」についてまとめ、「手」で使

うことの価値や精神、芸術性について考察した。提出作品である「考・炉」は、使う人が実際に

手で蓋を開ける。手で香をセットする。そして自ら火を灯す。その一連の動作のなかでの、「手で

触れる」ということにポイントを置き考察し「考・炉」が持つ機能を様々な角度から分析し、今

後の制作の展開と絡ませ結びとした。 

 


